20120715　1部礼拝

 正しい救済論(ルカ11:45-54)
一瞬でも真心から、本心でそのように（「私も幸い、あなたも幸い」と）告白するとそのときに暗やみの力が砕かれることを見るようになると思います。まじめに本気でいつもやっていてください。
最近、いろいろなニュースの中で医療ミスと言うニュースがたまに聞こえてきます。患者さんの症状、病気を見て診断を間違えてしまったので、どこにその病気の原因があるのかを間違えたため処方を間違え、その結果、それが大きな事故に、ときにはとても不幸なことになってしまう場合があります。どこに本当の病気の原因があるのかがよくわかっていないとそのようなミスを犯すようになるでしょう。これももちろん大変なことでしょうが、もし私たちの人生の救いをもってこのようなミスを犯すようになれば取り返しのつかないことになるのではないでしょうか。今日のお読みしました聖書の箇所にはそのようなことが書かれ、そして、イエスさまはそのようなミスを犯している律法学者たちに向かって怒りを覚え、パリサイ人と同様に「わざわいだ。わざわいだ。これは小さいことではなく大変なことだ」とおっしゃっています。イエスさまがこのように「わざわいだ」とおっしゃるほどの気持ちになっていたように、私たちもこのメッセージに対してそのような気持ちになればこれから必ず勝利するようになるでしょう。
先週も申し上げましたように、イエスさまがパリサイ人に向かって「あなたがたはきちんと飾り付けているお墓のようにペンキを塗っているけれど、内側は腐ってしまって仕方がない者なのだ」とおっしゃっていたときに、それを隣で聞いていた律法の専門家たちが、もちろん律法の専門家とパリサイ人とは別のものですがお話を聞きますと「それは私たちにも当たるものではないのか」と感じるようになりました。それで質問しました。「イエスさま。先生。今おっしゃることのとおりであれば、それは私たちも侮辱していることではないでしょうか。それは私たちのこともだめとおっしゃっていることではないでしょうか」と質問したときにイエスさまがこのようにおっしゃっています。「あなたがたは自分も入ろうとしないで、他の人が入ることもだめにするし、他の人に重荷を背負わせてあなたがたは指１本も触ろうとしない者だ。人々の救いのことをむちゃくちゃにしている者ではないのか」と叱られ怒りをあらわにしていた場面です。なぜ律法学者はこのようにミスを犯し、間違えてしまったのでしょうか。それは小さなことではありません。今、イエスさまが「わざわいだ。おまえたち」とおっしゃっていることがどれほど大きな問題であるか、また大変なことなのかということを理解していただきたいと思います。彼らはわざとそのようにしたわけではありません。律法学者たちというのは自分なりには神様の聖書をもって神のみことばを文字通り、徹底的に守るべきだ、守ろうとして、今守っているつもりである、ものすごく徹底しているまじめな人間です。彼らはものすごく真実な思いで一生懸命、律法を守ろうと取り組んでいました。その中でもトップレベルなので律法の専門家と言われる立場の人間です。けれども、彼らはなぜそうであるにもかかわらず、このようなミスを犯してしまうようになったのでしょうか。それは結局、まじめなのか一生懸命なのか、あるいはそれがもっともなのかどうか、人に表面的に益になるかどうかなどと関係なく、人の本当の問題、聖書から申し上げますと、人、人生が抱えている霊的な問題、霊的な事実、それが本当の原因です。それがわかっていないと仕方がなく違う道を走るしかありません。ミスを犯さざるを得ないということです。彼らは彼らなりに聖書をもって正しい内容を抱え一生懸命守ろうとし、こうすればそれが幸せになることであろう、こうすれば神様が喜ばれるだろう、こうすれば人生うまくいくことではないのか、これが人生正しく生きていくことでしょうと思ってそのとおりに頑張っていました。それにもかかわらず彼らにすべてのことを頑張っていたとしても一つ欠けていたのは霊的な事実が分かっていませんでした。それが人が抱えている本当の問題、人の様々な不幸の本当の根っこにある原因なのに、そのことは分かっていませんでした。そうすると、今日の聖書から見るとそれは人がどうなのか、まじめなのか、怠けるのかなどと関係なく必ず正しい救いの道、正しい幸せの道ではなく違う道に反れるようになります。これがメッセージです。

霊的な問題、霊的な事実というのはどういう内容でしょうか。聖書の他には書いてありません。残念なのは彼らは聖書を持っていてもそれが見えません。聖書を持って聖書を読んでいるからら、あるいは聖書を教えているからといってそのことが見えてくるわけではありません。ここがすべての始まりであり、すべてです。だから、この霊的なことが分かっていないと全部ずれてしまうからスタートラインにもつくことができません。それはパリサイ人でもそうであったし、典型的に徹底的に反れてしまった人たちが律法の専門家です。霊的な問題と言うのは、ご存知のようにハーバード大学でも教えることができない、どんなに優秀な人でも知ることができない人生の本当の問題です。それはこの地球を造られ、また私たち人間も神のかたちに造られて祝福された真の神様、創造の神様、その神様を離れて神様に背いてしまったということが問題です。それは何を意味するかと言うと魚が水から出てしまったということです。木が土の中から放り出されてしまったということです。そのあとどんな処置がとられてもだめです。いのちが絶たれてしまいました。人のいのちは息をするかしないかに関わっているものではなく、人のいのちというものは犬や猫のような動物と違って真の神様、霊であられる神様、たましいのある人間はその神様と一緒にいて祝福されることをいのちと言います。それが根本から絶たれるようになってしまったので、それで聖書には自分の罪過と罪の中にあって死んでいたものであると言われるのです。これが人の本当の問題です。よく覚えていてください。私たちはこれが問題であろう。あれがだめなのだ。あれが原因だといろいろなことを考えるかもしれません。いつも何回も申し上げているように、皆さんが不幸の原因だと思っていることが原因ではありません。それが親であっても、ものすごく辛い経験であっても、皆さんの障害であっても、あるいは才能の無さであっても、それは問題の原因ではありません。人はそのような存在ではありません。人はたましいのある神のかたち、霊的な存在なので、人の本当の問題は人のすべての不幸の原因は幸せの基であられる神から離れてしまったことです。それは何をしても取り戻すことができない問題です。それが霊的な問題、という意味です。律法をどれほど徹底的に守ったとしても、それが悪いか良いかは別にして、どんなに愛情たっぷり注がれたとしてもそれは素晴らしいことでしょうが、神様と出会っていのちを得られることとは関係ありません。絶対できません。これが私たち人が抱えている本当の問題です。そして、神様を離れいのちを失ってしまった結果、私たちは認めたくないし、また見たことがないから何かの作り話のように皆思っているでしょうが、神を離れた途端に、一人も例外なく１００%人の人生をめちゃくちゃに滅ぼしてしまう悪魔、サタンと言う暗やみの世界の支配者である悪魔、サタンがその人を捕え、その人の人生を支配するようになります。１００％です。目に見えないし、悪魔は「私があなたの人生をむちゃくちゃにしている」と一言も言いません。だからだれも知りません。でもこれが私たちが悩んで、私たちにいろいろな不幸が襲いかかって、願ってもいないいろいろな事故に遭ってしまったり、幸せになりたいと願っているのに願いと裏腹に人生がねじ曲がってぐちゃぐちゃになってしまう本当の理由は悪魔のしわざなのです。だから、まじめにやることは悪くありません。たくさんの所有を手に入れるということは別に悪くありません。ただこの本当の問題、本当の不幸の原因に対してはこれっぽっちも役に立ちません。それが霊的なことです。それが私たちが本当に抱えている問題です。その結果、神様を離れ悪魔、サタンに支配されるようになってしまったので、どのような人生を歩くか、どんな人なのか関係なくその人の人生は滅びるしかない運命の力に捕らわれて、そこから抜け出せません。何がどうであっても絶対変えられません。世の中が励ますために、格好をつけるために「運命は自分で切り開いてなんとかするものだ」と言っていますがそういうものではありません。絶対できません。これが私たちの問題、そして聖書の創世記３章からスタートしてずっと続いている問題です。人の問題、人の人生の様々なことの本当の原因を診断しないといけないのですが、それは何なのかと言いますと霊的な問題です。私たちが考えていることよりもより根本的なところに原因があり、それは言葉を変えますとどんなことをやっても、何が与えられ何が変わろうが絶対に解決できない問題という意味です。その証拠が先週も申し上げましたように旧約のすべての聖書がその証拠です。２部の礼拝で細かく申し上げますが、何がどうであっても、たとえ神様が紅海を分ける奇跡を現したとしても人は変わりません。それが人が抱えている霊的な問題です。皆さんが少しまじめに心を改めて一生懸命勉強して頑張ると人生が変わるかと言うと、人生はそんなに簡単なものではないということです。霊的な問題が分かっていません。残念ながらそうなると本当の原因が分かっていないからその人が悪いか良いか関係なく、仕方がなく違う道に走るしかないでしょう。処方が間違うというのは仕方がありません。

それで生まれたのが律法主義です。他に絶対できないことも知らないし、本当の道が分かっていないのでまじめに言われたとおりにルール、決まりをきっちり守ることが良い人生ではないのかと、それしか思いつかないのです。でもそれでうまくいかないときにまた考え出すのが宗教です。だから、私たちが一生懸命頑張れば、まじめに拝めばなどの方向に行くしかありません。人を極めること、そちらの方に何かの答えがあるのではないか、そちらの方に光があるのではないかと思うしかないのです。その理論は、その話はもっともで格好良いのですが絶対できません。裏返しますとそのように主張して、強く強調する人は「なるほど。霊的なことがまったくさっぱりわかっていないのだな」ということが見えてくるようになります。でも、それは結局道でも答えでもないし、人生の問題の解決にこれっぽっちも役に立たないので必ず限界にぶつかるようになります。そうして最後にもがいて耐えていくのが神秘主義です。神秘的な何かに、あるいは理屈に合わないけれどポーンと宝くじが当たることを願う心理が働くようにもなります。それが良い悪いと言う前に処方そのものが間違ってしまうのです。これが小さく簡単なことではないということを今日イエスさまは律法の専門家たちにおっしゃっています。律法を愛する者でなく専門家です。必ず彼らは律法を守ることが神様が喜ばれること、律法をしっかり守ると私たちは救われる、そして律法を守れない者はだめだと固く信じていて、人々にそのように教えている者です。それは救いの道とまったく関係ありません。今、教会に通っていながらもこの部分がこんがらがってしまう人が多いです。それならば律法を破ってもよいのでしょうか。破ってもよいではなく、私たちは破るしかありません。その才能しか私たちにはありません。すべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができない、皆さんは善良な人生を送れると、どこかで私は良いところがあると思うかもしれません。人間的にはある、ないなどいろいろあるでしょうが、霊的に見たときには神様がご覧になったときには、すべての人が罪を犯してこの内側から出るもの全部腐っている者しかないと言われる者です。神を拒否して、神様に背いて神が喜ばれることはとにかく破る実力しか備えていないのが人間です。それを罪と言います。それが霊的な問題です。何かを守るからうまくいく、とんでもない話です。最初から不可能であり、最初から無理です。今も普通にそうです。「そこに入ってはいけません」と警告が書いてあるともちろん入らないかもしれません。でも「入ってはいけない」と見た瞬間に私たちの中にはもうそこに入るしかない何かが動くようになります。それが人間というものです。そして、入らなかったからその分その警告を守ったと言えない者です。またイエスさまは「姦淫してはいけない」と言われ「姦淫などしていません」と言っても、その言葉は守って姦淫と言う行為はしていないかもしれませんが、女性を見たときにそのような気持ちになったでしょう。そのような言葉があると人間は見た途端に逆の方向に犯すようになるものなのです。それが罪というものです。あまりそのようなことに対して罪悪感を持っていたり、「私はなぜこんなにだめなのか」とがっかりする理由もありません。元々そういう者です。ぜひ覚えてください。神を離れた途端にいのちを失い、いのちの祝福と光とはまったく関係ない人生を送るしかありません。それが霊的な問題です。
律法が良いか悪いかという意味でなく、道ではないのにそれが道だと思い込むようになります。しかも知らないから自分だけでなく他の人にも勧めるようになりともに共倒れしてしまうということです。それで霊的なことをよく分かっていないことがどれほど恐ろしいことなのかをイエスさまは今おっしゃっているのです。一つしかないいのちの道ではなく違う道にしか走るしかないので結局、自分自身も滅びるようになります。自分はそれが救いの道だと思って走っているのですが、自分も滅び自分だけでなく他人も滅ぼしてしまう結果になってしまいます。そういうつもりはないのでしょうが、それほど救いの正しい道が分かっていないということは大変なことです。

それから、今日の聖書の「指１本も触ろうとしない」などいろいろな話を見ると、自分は「これが道です」と固く信じているかもしれませんが本当は自分も守れません。だから、結局は矛盾だらけの人生になります。それから、その矛盾だらけによる限界を見るしかない人生を走るようになります。まるで生卵を大きな岩にぶつけるようです。その岩が崩れるだろうという信念はあるかもしれません。それはその人の信念であって岩は崩れません。つまり、最初からゲームになりません。最初から不可能なことです。最初からありもしないことなのにそれに挑戦する、それは恰好は良いかもしれませんが結局自分も滅びます。これが道だと生卵を岩に一生懸命ぶつけると岩がいつか壊れるかもしれませんと他の人にも勧め団体でやります。それで一緒に疲れ一緒に共倒れになるのです。律法や宗教や神秘、本当の霊的な問題を解決することとは関係ない、人々が作り出した、思い込んでいる道というものは必ず疲れ果ててしまうようになります。矛盾の人生、矛盾の限界を見る人生になるしかありません。しかも、そこで終わることではありません。本人たちはそんなつもりではないでしょうがイエスさまはおっしゃいました。「あなたの先祖もあなたがたのように思い込んでいて預言者を殺してしまいました。あなたは今同じことをやっているので先祖が殺した預言者たちの墓をあなたがたがは建てています。一緒ではないか」と。それは恐ろしいことです。自分なりには「これは正しい、これは真理です。これが答えだからこうすべきなのだ」と思い込んでいるのですが霊的なことを分かっていない限りはそれが最終的には本物を、真理を、いのちを殺してしまうところまで行きます。最終的にイエス・キリストを十字架につけてしまいます。このすべてがよく聞いてみるとただ彼らが最初からそのような思いでやったとは思えません。自分なりには神様に仕えるつもりで一生懸命頑張るつもりでやっているのですが霊的なことをわかっていないとそのすべてが裏目に出てしまいます。そして、それを裏で悪魔、サタンというものが本当に助かる、本当の救いの道、本当のいのちの道を見ることができないように、それを一番嫌っている悪魔、サタンに操られているのです。とても怖く恐ろしい話です。霊的なことがわかっていないというのはただわかっていないだけの話ではありません。自分もだめになり、他人もだめにしてしまい、本当の真理、本当のいのち、本物のいのちの祝福を消してしまうのです。イエスさまはなぜ「わざわいだ」とおっしゃっていたのか。そのニュアンスが読み取れるでしょうか。私は日本人ではないので、ここで「わざわいだ」という言葉が日本語的なニュアンスがどれくらいなのかわかりませんが、韓国語では「わざわいがあなたがたに襲いかかるように」というようなニュアンスです。それほどです。あなたたちが今律法を基準にしてそれにこだわり主張して、他の人にもそれを勧めているというのはどれほど恐ろしいことなのかわかるのかというニュアンスです。皆さんはどれほどその感覚を理解していらっしゃるでしょうか。律法にこだわること、何かが道だと勘違いしていること、これほど恐ろしいことだという感覚をぜひ身に着けていただきたいと思います。そしてその理由がどこから生まれるようになったのでしょうか。どこから「わざわいだ」と言われるようになってしまったのでしょうか。霊的なことがわかっていないからです。別に勉強が足りないから、人格がめちゃくちゃだからではありません。霊的なことがわかっていないからです。サタンはこれが絶対に聞こえないようにします。そうすればイエスさまを信じることはありません。最初から耳をふさいでしまうのです。聞いてもいないのに。お話というものはまず聞いて「そうなのか、私はそれは嫌です」と言うならよいのですが、聞こうともせず内容も知らないのに不思議です。一般的には考えられないのですがだれかが操っているから、だれかに操られているのです。そのような経験はないですか。お話をしていくうちによく話を聞いていたのにイエスの話をしようとすると、今までピンピンしていた者が瞼が重くなり、精神的にボーっとしてしまいます。だから、聞こえません。それから聞いたとしても、ときには信じたとしても、教会に通っていても霊的なことは聞こえないようにされます。霊的なことが中心にならないようにすると教会に通いながらも律法の専門家たちのように、彼らは教会に通って聖書の学者です。それにもかかわらず違う道に走って、最終的には自分のそういう思いはないのでしょうが結果的にはイエスを殺す、イエスを消す、その役割の先頭に立つようになるのです。なんと恐ろしいことでしょう。霊的なことがわかるかわからないかがこれほど大きな結果を生むようになるのです。ある意味、ものすごく簡単に申し上げるとクリスチャンの私たちが信仰的に喜んで、信仰的に力強く動くことができない、その反対にいろいろなことに捕らわれている理由は人が悪いとかではありません。霊的なことがまだわかっていないのです。それ一点しか答えはありません。それがわかればそこからすべてが解き放たれるようになります。これが宗教とキリスト教の違いです。また話をしてみると私たちの教会を「悪い、悪い」と言っている人達との違いがこれです。他のことは反省すべきことは反省したりしますがこの部分に対しては譲ることはできません。イエスを、真理を、唯一の希望を消す働きに携わるようになります。自分なりに良いものだと思い込んで、それにいのちをかけて一生懸命頑張っているのが、イエスを消す働きになるとなればなんと恐ろしいし、また悲しいし残念でしょうか。なぜ１回限りの人生をその役割をしながら人生を生きるのでしょうか。すべてが霊的なことがわかっていないからです。逆に言いますと今ここでおっしゃってはいないのですが、このお話をしているときは必ず弟子たちが隣で聞いています。それでこうおっしゃっています。霊的な問題、霊的な原因が正しくわかった人なら、そして、それを本当に認めるのであれば「そうです。私の問題、あの人の問題、日本の問題、大震災、洪水の問題の前に問題は真の神様を失っていのちを失っているのが問題です。魚が水から出たように根本的なところに問題があります。私の問題もそれです。親の問題でも自分のからだの障害の問題でもないし、よい旦那さん、よい奥さんに巡り合えなかったのが問題ではないし、学歴が低いのも問題でもないし、本当の問題は神から離れているのが問題です。その結果、どうしようもできない運命の力、悪魔のしわざという暗やみの力に捕らわれているのでちっとも動けないし、どうしようもできない問題を抱えているのが本当の理由です」と認めるのであれば、それさえわかればそのときに人生の真の救いが何かわかるようになります。真の救いは、真の人生の幸せはこの問題を解決することです。神から離れていた者がまるで魚が水に戻るのと同じように救われました。この間、ペンギンが脱走しまた捕まえられて戻ってきました。それがあまりにも喜びだったので他のペンギンと違って名前を付けました。他は皆番号なのに。水から離れてしまった魚が水に戻ったのと同じようにそれ以外には救いとは言えません。神さまと出会うこと、神様と一緒になること、それこそ本当の救いです。それはどこかの救いのお話ではなく、それこそ私の幸せであり私の人生の問題の解決であり私の人生の救いです。本当の救いが何かわかるようになるでしょう。
それから、そうすることによって今まで知らないでやられていた悪魔のしわざが打ち壊されて、そこから抜け出してしまう、その結果、今まで私を捕えて人生を苦しめていた罪と罪による滅びの運命の力からは永遠に完全に断ち切られて解放されること、それこそ救いですと理解するようになります。ですから、他には方法がありません。人間の極め、人間のほうにはこれっぽっちも救いの要素はありません。だから、真の救いが何なのか分かれば「本当の救いの道は神様のあわれみと恵みの他には救いの道はありません」と救いが何かわかるようになります。神様は恵みを持って私たちを救おうと、恵みによる救いを最初から約束して一方的に契約を結んだのです。なぜ契約を結んだのかと言うと破ると神様が殺されないといけないので、神様は絶対に人を救うという神様の意志の現れとして契約を結ばれました。人間と相談しないで一方的に、だからこれは絶対に破れません。恵みによって救われるのですが、それを私が救いの恵みを与えられて救いを為そうと約束して契約を与えられました。つまり、救いの道は神の約束、契約、そしてその神の契約が実行されることが本当の救いです。それで神様は最初から女の子孫が生まれて悪魔に利用されていた蛇の頭を踏み砕いて、最終的にかかとに噛みつかれて血を流されました。そのような方法をとおして神の恵みを与えられました。絶対に人間の方には救いの道、救いの希望がないので、その約束された神の恵みの現れでもある女の子孫として預言されていたその方が実際にこの地上に来られました。つまり、その女の子孫のことをキリストと言います。キリストは神様に会える道、悪魔、サタンの頭を踏み砕いて勝利される真の王様であり、すべての罪と滅びの運命から解放させる真の祭司という意味があります。だから、救いの道は一言で言いますとキリスト１本しかありません。他は病気が治った、気持ちがよくなったとしてもそれは救いとは言えません。救いは神を離れた人間が神様と一緒になっていのちが得られること、そのことによって光が入ると暗やみが飛んでいくように、すべての暗やみの力、運命の力、悪魔のしわざが取り去られていく、新しく生まれ変わること、それを救いと言います。霊的な問題を解決して、根本から解決されることを救いと言います。霊的なことが分かれば救いが何かわかって、それゆえ他には救いはありません。世界中でこの御名の他には救いはありません。神の恵み、神の契約、約束によってキリストが送られることになりました。救いの道は１本キリストです。そのキリストがかかとを噛みつかれ血を流したように私たち罪の代わりにあがないの犠牲のいけにえになられることによって救われるようにしました。つまり、救いの道はキリストがあがないのいけにえとして血を流し死ぬこと以外には道はありません。それが救いの道です。この救いのすべてを2000年前にこの地上で処女マリヤから生まれ3年間公生涯を送られ、すべてを成し遂げられ結局、十字架で血を流されすべてを完了したとおっしゃり３日目に死者の中からよみがえられて、今も天の御座に座って万軍の主である復活の勝利のイエスさま、そのイエスさまがキリストのすべてを成し遂げられました。だから、イエスさまはこの救いの唯一の道であるキリストです。ですから、救いの道、正しい救いはこのイエスを救い主キリストとして信じることが救いです。だれでもイエスの御名を呼ぶ者は救われます。他に救いの道はありません。皆さんが３０兆円の予算を横領して教会に献金してもそこに救いはありません。皆さんが頭のＩＱが４ケタで他の人より早く進んだとしてもそこに救いはありません。救いはキリストだけ、そのキリストがイエスです。そのイエスさまを信じるときに救われます。他に道はありません。私たちが何か決まったルールを破らずしっかり守るから救われるわけではないし、宗教のように私たちが何かを目標を定め良い基準を持って、良い理由を持って一生懸命やるかやらないかに救いがあるわけではありません。ものすごい能力を所有するか、あるいはものすごく良いものをたくさん手に入れるかそうでないかによって救いが左右されるものではありません。救いはイエスを信じることにあります。これが聖書が教えている正しい救済論です。正しい救いのお話です。皆さん、ご存知ですよね。しかし、これがどれほどものすごい話なのかだれも分かっていません。律法学者も分かっていません。結局、聖書を持って聖書を教えながら違うお話をしていました。聖書を持っているからと言って安心なわけではありません。霊的なことがわかっていないといけません。教会に通って一生懸命教会生活をしながら、聖書を一生懸命読んでいるにもかかわらず「わざわいだ」と言われる道を走るようになります。なぜでしょうか。霊的なことをわかっていないからです。でも、聖書を全部読んだこともないし、そんなに人間的に素晴らしい品格を持っていない人でも霊的なことが分かれば救いが何か理解できるし、なるほど道は１本キリストしかないのだとわかります。別に他のことが良い悪いとかは関係ありません。救いの道は１本しかありません。そのキリストはイエスなのでイエスを信じること以外には救いとまったく無縁です。そのことがわかるようになります。だから、その人の人生はこれから祝福されて勝利ある人生になります。ぜひ覚えてください。結局、今全世界の９９％のキリスト教会の看板を掲げている教会でこの救いの話をしていません。聖書を持ってしていません。お腹満腹になるようにパンを食べるのが救いではないかと言っていたり、奪われた人権を取り戻し人間らしい生き方をするのが救いだと格好をつけて言っています。そこに救いはありません。救いはイエスを信じることです。他はここで皆さんがパウロがよみがえられたイエス・キリストと会ったときのように礼拝のメッセージを聞くときに２つを必ず心がけて聞いてください。「なるほどそうだったのか」となるように。それをいつも祈りながら、終わったあとそうならば救いの道、問題の解決、幸せの道は１本しかありません。世の中でもややこしく複雑ですが、１本しかなければそれを聞いた途端に今まで皆さんが頭の中でややこしく複雑に飛び交っていたもの全部が消えていくようになり、それが幸せです。幸い神様の恵みによってこのイエスを信じることが救いだと分かりました。無知な人間でも賢い人間でも関係ありません。これこそ神様の恵みです。それでそのイエスさまを信じた人は救いの祝福にあずかるようになります。これっぽっちも疑わないでください。それに何一つ付け加えてもいけません。その人はわかります。本当の救いはイエスを信じることであって、イエスを信じた途端に今まで絶対に抜け出すことができなかった運命の滅びの不幸のやみの人生から永遠に解放される者になること、これこそ救いです。イエスの御名を呼ぶだけなのに、それ１本しかないのにそこに人生の勝利のすべてがいっぺんに全部与えられます。すべての不幸から解放されすべての問題が終わりになりました。イエスさまを信じた途端に。前にもお話ししたように「私にはまだいろいろな問題があります」と言う方、それは問題ではありません。それがイエスを信じたから問題ではないと告白するための材料なのです。そのときに暗やみの力が砕かれていくようになります。イエスさまを信じることは唯一の救いであって、その救いにこれっぽっちも問題を残したりするようなことを神様はしません。すべての問題を解決されました。イエスを信じる瞬間、永遠に解放されて、それから救いの祝福は完全なる祝福で、一言で言いますとイエスさまを信じる瞬間、神様と出会ってインマヌエルの祝福にあずかり、しかも神秘的な切り離すことができない三位一体の神様のレベルに加えられるように聖霊をとおして私たちの中に入って来られ、私たちのいのちとなられました。これが救いの祝福です。イエスを信じると私たちはもう死んでしまいます。いらないのです。神がともにおられる、これは完全な祝福、イエスさまを受け入れた瞬間、天にある霊的なすべての祝福、過去、現在、未来に至るまでのすべての祝福をいっぺんにいただいて、これから残りの生涯、すべてを働かせて益となるように保証され、死んだあとは天国に入れるようにイエスさまを信じた瞬間、保証されます。

それから、イエスさまを信じた途端に、残りの生涯は何一つ問題にならないように、心配しなくてもよいように神様が完璧に導かれるようになります。これが救いの祝福です。だから、救いの祝福はイエスさまを信じるだけなのに完全なる祝福が与えられます。ぜひ覚えていてください。先週も申し上げましたようにこれが聖書のテーマです。２部の礼拝ではこれをテーマに分けて申し上げますが、イエスさまを信じることは救いであって、救いが何なのかというと根本の問題から解放され、人生の古いものは過ぎ去って新しく変えられます。神から生まれるようになります。お父さん、お母さんから生まれたものではなく、神から生まれて神の子どもになります。神が聖霊をとおしてともにいらっしゃるので完全完璧です。ですから、弱い自分、限界のある自分、いつも変わりつつある周りなどに惑わされないで、これからはこの完全なる祝福を信じて味わっていく人生です。味わうと言うのは言葉を変えると信じる人生、信仰の人生です。神様からイエスをとおして完璧な祝福が与えられていることを死の陰の谷を歩くときにも、病気のときにも、良いときも悪いときにもいつもそれを信じることです。また言葉を変えると少しばかりそれを適用していく人生、これが味わうことです。だから、毎週、神様の祝福のメッセージが与えられると、聞くときには必ずこれがあるように。「なるほど、そうだったのか」が必ずないといけません。それを約束と言います。握ったらそれが終わったあとは個人的に自分のものにならないといけないので「なるほど」と思うのでも恵みです。ほとんどの人がメッセージをいくら聞いても「なるほど、そうですか」となりません。だから、神様と関係ありません。「なるほど」がないと。今日は何が「なるほど」でしょうか。「なるほどすべての問題の始まりは霊的な問題を知らず、認めないでいることが問題なのですね。私は他に何かあると思っていたのですが」となることです。そうでなければ道がずれてしまいます。余計な方向に行ってしまいます。さまよい続けるようになります。霊的なことさえ認めれば、それさえ目が開かれれば１本筋、イエスしかありません。イエスに絞ったときに信じてそこにイエス１本なのに全部あるのです。だから、残るのはそれを味わうことです。それからは、そうならば。一緒に１回言ってみましょうか。「なるほど」「ならば」それが味わう人生です。メッセージを味わうためにまず「なるほど」になるように、メッセージの前から祈ることです。「今日もなるほどが正しく光るように」と。「なるほど」にならないと「ならば」になりません。そこに行けません。「なるほど、ならば」そうすると神様がそれを成就されます。そこに祈りもあるし戦いもあるでしょう。そのように適用すると私たちの力、能力と関係なく必ず世にいる間、実を結ぶ実りある人生を歩くようになります。これが救われたということです。必ず実りある人生になります。ぜひ覚えてください。
結論を申し上げましょう。皆さん、今日のメッセージを聞いて、皆さんの頭の中にある複雑で混乱し、ときには負担となっているいろいろなものがあれば全部それを否定して消してください。全部捨ててください。そうではありません。単純にならないといけません。シンプルにならないといけません。なぜ複雑なのでしょうか。それが本当だとしても頭の中が複雑になり、どこが道なのか知らないで迷路を迷っているかのように「どうしたらよいのか。何が何だかわかりません」というのはなぜでしょうか。霊的なことが分かっていないか、忘れているか、何かのことで霊的なことがぼやっとなっているかが理由です。単純に、シンプルにならないといけません。それはわざわざ「シンプルになりましょう」ではなく、霊的なことを本当に認めるのであればどんな理論でも、どんな話でも全部却下します。イエスしかありません。皆さん、この律法学者は自分なりに良いものを持って「わざわいだ」と言われました。先週もお話したようにそういう意味では律法は守れない、包装紙は全部ぐじゃぐじゃで破れているほうがましかもしれません。福音を受け入れた売春婦と福音を知らないシスターとはどちらがよいのでしょうか。極端な質問ですが、これっぽっちも迷ってはいけません。福音がわかっている売春婦の方が幸いなのです。売春婦のような汚い行いがなかったがゆえに善い行いを救いの道として主張し勘違いしていたがゆえに、本当の道が見つからないだけではなく、他の人もだめにし、それがまるで救いであるかのように、ものすごく敬虔な人生、救いであるかのように誤解をします。マザーテレサみたいに結局自分も悪霊にとりつかれて他の人も悪霊にやられるように手助けするような人生を歩いていて、最終的にはそれをとおしてイエスが消えてしまいます。人々はそのようなシスターを見てイエスさまを信じようとは思わないで、「なるほどあのような生き方は格好良いな」とイエスからどんどん離れます。神様はそれを放っておきません。神様は泥棒している者を罰するよりもそちらのほうを「わざわいだ」とおっしゃいます。そのようなことのニュアンスを覚えて逆に皆さんが律法の専門家たちみたいにまじめでもない私たちが、知識もない私たちがイエスさまのことを信じるようになったことに対して心からものすごく驚き感謝してください。他のことを忘れるほど、他の何かがあってもとりあえずしばらく置いておいてイエスさまを信じたというのは奇跡の中の奇跡であって「どうして、どうやって私のようなものがイエスさまを信じるようになったのだろうか」とこれに驚き感謝するように。それから、イエスさまを信じる皆さんに向かって弱い部分、足りない部分がいっぱいありますがイエスさまを信じたという一つの理由で皆さんに向かってお祝いしてください。自分自身に対して「おめでとう」と。「あなたはラッキーボーイ。ラッキーウーマンなのだよ」と。本当ですから。ほとんどの人がイエスさまを信じたことに対しての驚くべきリアクションがありません。これが必要なのです。皆さんはラッキーボーイ、ラッキーウーマンです。まったくいさおが無いのにこの世の中にこの時代にどうやってイエスを信じるようになったのか。他のもの全部をなくしても構わないくらいの祝福です。
そして、この感謝とお祝いの気持ちを祝賀ムードを、他のどんな理由でも奪われないようにしてください。守ってください。と言いますのは皆さんにある弱さやいろいろな問題などは救いの祝福の中にあって全部祝福です。祝福の機会に変えるようにしてください。負けないように。この祝福を静かに黙想しどこまで行くのかと言うとイエスを信じたことがこれほどの祝福であれば残りは一つだけです。何も気にしないで聖霊充満、これにすべてが全部かかっています。本当に何もかも全部忘れて聖霊充満だけに集中し、それを求めて祈ってみてください。人生変わります。皆さんのある意味、意志も動かされますが皆さんの意志を超えて聖霊が皆さんの人生、環境、すべてを動かすようになるでしょう。それを門が開かれると言います。「なるほど」という人生になります。イエスさまを信じましたということは今日の聖書を見るとどれほどの奇跡なのかお分かりになったと思います。それを感謝しお祝いする１週間にしましょう。皆さんの心の中にイエスで、感謝でいっぱいになるようにしてください。
〈お祈り〉
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。愚かな私たちに神様の恵みによって霊的なことが何かわかるように、認めるようにされ、唯一の道、イエス・キリストを救い主として信じ受け入れることができたことを感謝いたします。どうかこのことを私たちの心の中から最大限大きくする１週間となるように一人一人を省みて導いてください。どんな問題、弱さにも負けないで祝福の機会に変えることができるように、そして、本当にこの祝福を黙想し聖霊充満に結論をしぼって集中できる祈りの祝福にまで私たちを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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